
平成３０年度 第１回ＪＲ富良野線連絡会議 次第 

 

 

日時：平成３０年５月２２日（火）１１時から 

場所：旭川市総合庁舎２階 第２応接室  

 

 

１ 開会 

 

 

 

２ 挨拶 

 

 

 

３ 北海道からの情報提供 

 

 

 

４ 平成２９年度ＪＲ利用促進策 実施結果報告    ・・・ 資料１ 

 

 

 

５ 議事                      ・・・ 資料２ 

 

 

 

６ その他 

 

 

 

７ 閉会 



市町村・団体名 役　　　職 氏　　　名

旭川市 市長 西 川  将 人

美瑛町 欠　　　　席

上富良野町 町長 向 山  富 夫

中富良野町 町長 木 佐　剛 三

富良野市 市長 北　　猛　俊

（オブザーバー）

市町村・団体名 所属・職名 氏　　　名

北海道運輸局 交通政策部長 齊藤  敬一郎

総合政策部交通政策局次長 宇 野　稔 弘

上川総合振興局長 佐 藤　卓 也

（ＪＲ北海道）

市町村・団体名 所属・職名 氏　　　名

常務取締役 山  口　 力

取締役旭川支社長 島　 典  賢

（随行）

市町村・団体名 所属・職名 氏　　　名

総合政策部秘書課 主査 山  本　  剛

地域振興部長 菅 野  直 行

地域振興部都市計画課長 高 橋  正 樹

地域振興部都市計画課 課長補佐 石 川  貴 康

地域振興部都市計画課地域計画景観係長 大久保 啓 子

地域振興部都市計画課地域計画景観係 主任 秋 葉  鮎 子

美瑛町 政策調整課 課長補佐 三 浦　美 智

総務部企画振興課長 西 野  成 紀

総務部企画振興課企画振興係 渡 邊  克 昌

交通政策部交通企画課長 頼 本　英 一

旭川運輸支局長 佐 々 木　求

旭川運輸支局首席運輸企画専門官（企画調整担当） 山 角　雄 一

総合政策部交通政策局交通企画課 主査 古 関　明 教

上川総合振興局地域創生部長 大 野　哲 弘

上川総合振興局地域創生部地域政策課 主幹 岩 佐　英 世

上川総合振興局地域創生部地域政策課 主査 鉢 呂　浩 之

旭川支社専任部長 堀  井　  忠

地域交通改革部 主幹 斉 藤　雅 彦

平成３０年度 第１回ＪＲ富良野線連絡会議　出席者名簿

ＪＲ北海道

ＪＲ北海道

富良野市

旭川市

北海道

北海道

北海道運輸局



ＪＲ富良野線連絡会議 

平成２９年度ＪＲ利用促進策 実施結果報告 

 

１ ＪＲ利用実態調査 

  ＪＲ富良野線利用者の実態調査を行うことにより，ＪＲの利用促進に有効な検討資

料とすることを目的として，沿線自治体によるアンケート調査及び乗降客数調査を実

施した。（調査結果報告書は別添） 

 

【調査実施日】 

  第１回目 Ｈ２９年 ６月２９日（木） アンケート回収数 716 件 

  第２回目 Ｈ２９年 ８月 ８日（火） アンケート回収数 820 件 

  第３回目 Ｈ２９年１１月１５日（水） アンケート回収数 594 件 

  第４回目 Ｈ３０年 ２月 ９日（金） アンケート回収数 659 件 

 

２ 鉄道フォトコンテスト～みんなの富良野線 

  ＪＲ富良野線への想いを添えた写真を募集することにより，鉄道に対する意識の向

上を図るとともに，鉄道への理解を深めることを目的として，フォトコンテストを実

施している。（継続事業，募集期間：平成３０年３月～８月末まで） 

 

３ 広報誌を活用した住民周知 

  沿線自治体の各広報誌面を活用し，住民へ鉄道の現状や課題を知らせるとともに，

鉄道の利用促進を図った。 

 

 

４ ご当地キャラクター連携イベント 

  富良野線を普段利用していない住民にも乗ってもらえるような機会を設けること

を目的として，富良野線の主要駅で各沿線自治体のご当地キャラに会えるイベントを

実施した。 

・イベント実施日：平成２９年８月４日（金） 

 

５ 「ＪＲ富良野線のあり方について」の取りまとめ 

  富良野線の必要性を整理し，存続に向けた取組内容などを示した。 

資 料 １ 



＜参考＞沿線自治体独自での取組 

 

１ 夏休み子どもイベント（旭川市） 

  幼少期から鉄道への理解・関心を意識付けしていくことを目的に，夏休みを利用し

たＪＲ旭川駅及び旭川運転所の見学会を実施した。 

  ・イベント実施日：平成２９年８月５日（土）１日２回実施 

 

２ 広報誌「鉄道企画」パネル展（富良野市） 

  広報誌の特集記事をより広く知ってもらえるよう，公共施設や金融機関など全 16

箇所でパネル展を実施した。 

・展示期間：平成２９年８月２１日～１２月１０日 

 

３ 富良野市まちづくり講演会（富良野市） 

  (株)日本総合研究所主席研究員の藻谷氏を講師に「地域の鉄道のあり方を考える」

と題したまちづくり講演会を開催した。 

・開催日：平成２９年８月２１日（月） 

 

４ 臨時貨物列車の愛称募集（富良野市） 

  農作物を輸送する貨物列車を子どもたちに親しんでもらうため，富良野市内の小学

生を対象に愛称を募集した。（応募総数：288件） 

 

５ 住民懇談会における鉄道問題に関する意見交換（富良野市） 

  例年開催している「市長と語ろう地域懇談会」において，鉄路の問題に関するテー

マを設定し，住民との意見交換を行った。（富良野市内 15会場にて開催） 

 

６ 道北・道東の魅力あるまちづくりフォーラム（旭川市） 

  観光・物流・医療など様々な分野における鉄道の役割についての講演会を開催した。

（講師：北海道生活編集長，全国通運(株)調査役，名寄市立総合病院長） 

また，旭川東高校の生徒による「乗りたくなるＪＲ」をテーマとしたアイディア発

表会も会場で実施した。 

・開催日：平成２９年１２月１日（金） 

     

７ 公共交通利用促進キャラクター作成及びキャッチフレーズ募集（旭川市） 

  住民に公共交通の利用を呼びかける統一キャラクターを作成した。また，幼少期か

ら鉄道への理解・関心を意識付けしていくことを目的に，旭川市内の小中学生を対象

として公共交通利用促進キャッチフレーズを募集した。（応募総数：1,979 件） 



 

 

 

 

平成３０年度 

 

第１回ＪＲ富良野線連絡会議 

議 案 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年５月２２日 

 

資 料 ２ 
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議案第１号 

 

規約改正（案）について 

 

 

 規約の改正について，次のとおり議決を求める。 
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ＪＲ富良野線連絡会議規約（改正案） 

 

（名 称） 

第１条 この会議は，ＪＲ富良野線連絡会議（以下「連絡会議」と言う。）と称する。 

 

（目 的） 

第２条 この連絡会議は，地域住民にとって重要な生活の足であり，観光においても主要な公

共交通としての役割を担っているＪＲ富良野線の維持確保にあたり，沿線自治体による相互

の連絡，意見交換，連携を図ることを目的とする。 

 

（構 成） 

第３条 この連絡会議は，別表第１に掲げる者で構成する。ただし，今後加盟を希望する者が

ある場合は，協議の上，加盟を認める。 

 

（議 長） 

第４条 この連絡会議に議長を置き，旭川市長をもって充てる。 

２ 議長は，連絡会議を代表し，会務を総理する。 

（役 員） 

第４条 この連絡会議に次の役員を置く。 

     会 長 １名  副会長 ２名  監 査 ２名 

２ 役員の任期は２年とする。ただし，再任は妨げない。 

３ 会長は，連絡会議を代表し，会務を総理する。 

４ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代理する。 

５ 監査は，連絡会議の会計を監査する。 

 

（会 議） 

第５条 連絡会議の会議は，必要に応じ議長会長が招集する。 

２ 連絡会議には必要に応じて，構成員以外の者を出席させることができるもの 

とする。 

３ 連絡会議は，次の事項を審議する。 

 ⑴ 事業計画及び報告 

⑵ 予算及び決算 

⑶ 役員の選出 

⑷ 規約の改廃 

⑸ その他重要な事項 

４ 連絡会議の議長は，会長があたる。 

５ 構成員を招集できない場合は，書面により開催することができる。 
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（部 会） 

第６条 ＪＲ富良野線の利用促進策や経費節減策等を検討するため作業部会を置く。 

２ 部会の構成員は，別表第２に定める団体から選出される者により構成する。なお，沿線自

治体においては，議題により担当課長を構成員とする。 

３ 部会には，部会長を置き，議長会長が指名する。 

４ 部会は，部会長が招集する。 

５ 部会には，必要に応じて，部会構成員別表第２に定める団体以外の者を出席させることが

できる。 

６ 部会の議長は，部会長があたる。 

７ 部会構成員を招集できない場合は，書面により開催することができる。 

６８ 必要がある場合は，別途部会を設けることができる。この場合において，同条第２項か 

ら第５７項の規定はを準用する。 

 

（事務局） 

第７条 連絡会議の事務局は，旭川市地域振興部都市計画課会長が属する沿線自治体の担当課

に置く。 

 

（経費） 

第８条 連絡会議の経費は，負担金及びその他の収入をもってこれにあてる。 

 

（会計年度） 

第９条 協議会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月 31日に終わる。 

 

（その他） 

第10条 この規約に定めるもののほか，必要な事項は別に会長が定める。 

 

附 則 

１ この規約は，平成29年５月25日から施行する。 

２ この規約の施行に合わせて，ＪＲ富良野線連絡会議運営要領は廃止する。 

附 則 

この規約は，平成29年11月６日から施行する。 

附 則 

この規約は，平成30年 月 日から施行する。 
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別表第１（構成員） 

旭川市長 

美瑛町長 

上富良野町長 

中富良野町長 

富良野市長 

 

別表第２（作業部会） 

旭川市 

美瑛町 

上富良野町 

中富良野町 

富良野市 

北海道運輸局 

北海道 

ＪＲ北海道 
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議案第２号 

 

役員の選出について 

 

 

 役員の選出について，次のとおり議決を求める。 

 

 

 １ 会長の選出   １名                       

 

 

 ２ 副会長の選出  ２名                       

 

 

                                    

 

 

 ３ 監査の選出   ２名                       
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議案第３号 

 

平成３０年度事業計画（案）について 

 

 

 平成３０年度ＪＲ富良野線連絡会議の事業計画について，次のとおり議決を求める。 
 
 
 
 
 １ 富良野線の利用促進を図るための諸活動を実施する。 
 
 
（１）鉄道フォトコンテスト～みんなの富良野線～ 

 
 
（２）子ども見学ツアー（ＪＲ旭川駅，旭川運転所など） 

 
 
（３）その他 

 
 
 
 ２ 富良野線の維持に向けて，関係機関との協議を行う。 
 
 
 
 ３ 富良野線の維持及び利用促進に向けて，作業部会を随時開催し，連絡会議において報告を行 

う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 7 

議案第４号 

 

平成３０年度会計予算（案）について 

 

 

 平成３０年度ＪＲ富良野線連絡会議の会計予算について，次のとおり議決を求める。 

 

 

（収入） 

単位：円 

科  目 
予  算  額 

摘   要 
本年度当初 前年度当初 比較増減 

負 担 金 200,000 － 200,000 
負担金内訳 

 沿線市町（５市町）40,000円 

前 年 度 

繰 越 金 
0 － 0 

 

平成２９年度繰越金 

雑 収 入 0 － 0 預金利息         

 

合  計 
200,000 － 200,000  

 

 

（支出） 

単位：円 

科  目 
予  算  額 

摘   要 
本年度当初 前年度当初 比較増減 

会 議 費 5,000 － 5,000 連絡会議及び作業部会開催経費等 

旅   費 0 － 0 視察費等 

事 業 費 190,000 － 190,000 利用促進事業等に係る事業費 

事 務 費 3,000 － 3,000 消耗印刷費等 

予 備 費 2,000 － 2,000  

 

合  計 
200,000 － 200,000  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


